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本事業に関連するイメージ
（研究開発内容のポンチ絵、製品イメージ、

将来のビジネスプランなど）

「AI×放射線」による痛くないがん療法の開発と臨床稼働検証

勝田義之
肺がん症例に対する放射線治療では、腫瘍組織の周囲に位置する肺組織が損傷を受ける。

この損傷に起因する『放射線誘発性肺炎』は時折、呼吸機能に支障をきたす危険な有事

事象である。有効な回避策は存在せず、一定数の症例でこの有事事象が発生しているの

が肺がん放射線治療の実状である。肺炎発生を抑制し、極めて侵襲性の低い肺がん放射

線治療を実現する医療機器の開発および社会実装を目指す。

・臨床現場におけるシーズの実証検証

・社会実装を視野にいれたヒアリング活動

・PMDA相談

いずれのシーズ共に申請者が開発者(特許出願中)であり、円滑な知財活用が可能である。

臨床現場における親和性・駆動性評価がが急がれる。 開発した新規イメージング技術を

放射線治療に応用
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